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１．はじめに

『倭玉篇』は、中世に成立した一群の部首分類体の漢和辞書である。様々な目的と方針

で編纂され、異なる書名で長い年月にわたって流布している。本研究では、慶長十五年

（1610年）に刊行された版本（以下は『慶長版』と略して記す）を選定し、本書の重出字

の実態を明らかにし、そこから辞書編纂の方針について考察を加える。

『慶長版』は上中下三巻で構成されている。掲出漢字は合計11,786字（筆者の集計結果

より）であり、おおよそ単字で排列されている。掲出字の右側ⅰに字音、下に和訓や漢字

注などが掲載されている（表１）。

表１　『慶長版』玉部掲出字「碧」

揭出字 仮名音注 附訓

碧 ヘキ タマ／アヲシ／ミドリ／アヲタマ／シヅノミトリ

『慶長版』に関する先行研究は数多く行われており、『倭玉篇』諸本における位置付け

や他伝本との関係などはほぼ明らかになっているが、本書の掲載漢字についてはまだ不明

な点が残っている。例えば、本研究で調査を行った全巻の掲出字のうち、重複掲載された

漢字は332組667字で全体の約６％を占めている。複数の部首にまたがって重出する字は無

論、同じ部首での重出も多数見られる。そのような一群の漢字についての考察はまだ十分

ではないと言える。

本研究では、先行研究を踏まえつつ、『慶長版』における重出字の整理・集約を行う。

まず、複数の部首に配属された漢字の特徴を分析し、『慶長版』の部首配属問題について

考察を試みる。続いて、同じ部首に複数回出現した掲出字を集約し、重複掲載が生じた理

由および『慶長版』の漢和辞書としての性格について検討する。

慶長十五年版『倭玉篇』における 
重出字に関する一考察

王　　　聿　舟
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２．先行研究

2.1　漢和辞書としての『慶長版』

『慶長版』の特徴として、『倭玉篇』系統の中でも非常に豊富な漢字と和訓が収録され

ていることが挙げられる。また、中田（1966）は「慶長以後、元和・寛永と、江戸時代に

刊行された倭玉篇は数多く（中略）部首の順序はみな慶長整版本に従っている」と述べ、

『慶長版』が近世に成立された『倭玉篇』の源流であると位置づけた。

『慶長版』の成り立ちについて、北（1969）は本書が『音訓篇立』『類字韻』両方から

掲載内容を抄録したと述べた。また、鈴木（2006）は『慶長版』が『倭玉篇』諸本の中

で極めて初期の版本であり、当時の多くの諸本を集成したものであると指摘した。同氏は

慶長十五年版の部首や掲出字の配列、特定の部首の掲出字（群）などを取り上げて他の伝

本と比較し、先行辞書からの影響を明らかにしている。具体的には、『慶長版』の部首立

て・部首配列は中国辞書の『大広益会玉篇』に拠り、掲出字の配列は韻書の永禄本『類

字韻』を基盤とし、古活字版四段本『倭玉篇』・『音訓篇立』・夢梅本『倭玉篇』（以下は『夢

梅本』と略して記す）を増補資料として取り込んでいることを指摘している。

また、『慶長版』の掲載語彙を参照とした後発の漢和辞書として、近世に成立したとさ

れる五巻本『字鏡』があげられる。川瀬（1955）・築島（1980）によって、本書の巻三・

巻四・巻五（女部・車部を除く）は『慶長版』から抄出したことが明らかとなっている。

該当する部首内の掲出字とともに「取（耳・又）」「顝（骨・頁）」といった重出字もその

まま引き継いだと見られる。一方、中野（2021）の調査結果によれば、『慶長版』の一部

の掲出字が五巻本『字鏡』において一個前の部首に編入されている。例えば、「思」とい

う『慶長版』に心部・思部にまたがって重複掲載された字例は『字鏡』においては心部

に統合され、部内での重出となっている。

2.2　問題点

以上は、『慶長版』に関する先行研究をまとめたが、未だに残されているいくつかの問

題点をここで示す。

まず、『慶長版』における重複掲載の数量および掲載実態に関する研究は未だに存在し

ない。個々の重出字を網羅的に調査し、掲載箇所などを提示する必要があると考えられる。

また、『慶長版』に見られる重出字の漢字構造の特徴、他の漢和辞書との関連性などは

まだ明らかとなっていない。掲出字の重複掲載が単なる編纂側による誤植なのか、それと

も意図的に行われたものなのかについても未だに解明されていない。

したがって、本研究は主に漢字の重複掲載に注目し、『慶長版』全編の掲載漢字を精査

し、重出字の整理・集約を行う。また、先行研究で明らかとなった他辞書との参照関係を

踏まえ、『慶長版』における重複掲載の形成経緯について考察を進める。
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３．研究方法

原本に見られるすべての重出字を正確かつ効率的に集約し、その字の仮名音注・漢字

注・附訓を個々に抽出して比較を行うために、『慶長版』全文を整理・集約し、Excelでテ

キストデータを入力する。底本は、中田・北共編の『倭玉篇 研究並びに索引』（1966）に

収録されている内閣文庫蔵本の影印本を使用する。

テーブルの構成は、高橋・池田・劉（2017）が構築した『夢梅本』の全文テキストデー

タベースを参考にする。テーブルは、①掲出字所在　②（部首）番号　③部首名　④掲出

字　⑤異体字　⑥漢字注　⑦字音　⑧和訓のフィールドで構成されている。

テーブルの一例は、表２で示している。このようにして慶長版『倭玉篇』本文の掲載

語彙をすべて整理・集約した。続いて、Excelの「重複する値」を強調表示する機能で同

じ内容ⅱの項目（表２の場合は「祲」である）を抽出し、掲出字およびそれに対応する掲

載内容の一覧表を作成し、考察を行った。

表２　掲出字「祲」「珙」「僊」「仙」の記入例
掲出字所在ⅲ 番号 部首名 掲出字 異体字 漢字注 字音１ 和訓１ 和訓２

1_006_7_2 3 示 祲 日傍気也 シン サカリ
1_008_1_4 3 示 祲 妖気也 シン サイハヒ
1_009_3_4 7 玉 珙 大璧也 ソウ タマ
1_032_3_2 22 人 僊 セン ヒジリ ソマ
1_032_3_3 22 人 仙 僊 同上 セン

４．複数の部首に重複掲載されている重出字

4.1　一覧表・字体構造の特徴

前述の通り、『慶長版』においては、同じ漢字が複数の部首にまたがって掲出されてい

るという重出字が多数存在する。例として、水部（252）ⅳ・魚部（346）両方に掲載されて

いる「漁」と人部（22）・木部（145）に掲載されている「休」があげられる（図１図２）。

本書に限ってみると、このような一群の漢字は複数の部首に配属され、二個以上の部首を

有する字として捉えることができる。

図１  水部「漁」（2_307_6_4）ⅴ 魚部「漁」（3_404_7_2） 図２  人部「休」（1_042_1_3）  木部「休」（2_204_1_1）
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『慶長版』全編の掲出字11,786字のうち、上記のような重出字が181組363字ⅵ見つかっ

た。重出字は全巻にわたって散在し、特定の巻・部首に集中する傾向が見られない。漢字構

成の特徴によって、複数の部首を有する重出字を分類すると、以下のようにまとめられる。

イ　漢字を構成する部品が同時に部首として扱われる例

字義と部首との対応関係に多少のずれが生じても、漢字を構成する部品である以上、該

当する漢字の部首として扱える。典型的な例として、耳部・食部に掲載される「餌」や

門部・耳部に掲載される「聞」があげられる。本来部首となるのは形声文字の意符とし

ての「食・耳」であるにもかかわらず、声符（表音的な機能を持つ文字）の「耳・門」

も部首として認識されるようになっている。このことから、一漢字の「偏」・「旁」もし

くは「冠」・「脚」が同時に部首として扱われるようになる。（後述のように、『類字韻』

と一致する重出字は下線で示す）

壓（土・厂）　安（女・宀）　𩎯（韋・束）　辯（言・辡）　桑（木・叒）　樢（木・鳥）

炭（火・山）　拘（手・句）　斛（斗・角）　頮（頁・水）　局（口・尸）　強（弓・虫）

垔（土・覀）　鬱（林・鬯）　恵（心・叀）　叡（目・𣦻）　魘（鬼・厂）　个（丨・八）

黶（黒・厂）　鷰（燕・鳥）　蓋（艸・皿）　薤（艸・韭）　杲（木・日）　耿（耳・火）

孝（老・子）　絞（交・糸）　號（号・虎）　侃（人・巛）　乾（倝・乙）　䌠（欠・糸）

鴈（厂・鳥）　劓（鼻・刀）　希（爻・巾）　躳（身・呂）　休（人・木）　𦶍（艸・瓜）

糾（糸・丩）　漁（水・魚）　勗（力・日）　緊（糸・臤）　誾（言・門）　窪（穴・水）

化（人・匕）　啓（口・攴）　龔（龍・共）　柬（木・束）　謇（言・宀）　鉤（金・句）

恒（二・心）　侯（人・矢）　寇（宀・攴）　鶻（骨・鳥）　顝（頁・骨）　㔪（鹵・勹）

塞（土・宀）　劄（竹・刀）　姿（女・欠）　孜（攴・子）　師（臣・帀）　餌（耳・食）

臭（自・犬）　戢（口・戈）　簉（辵・竹）　讎（言・隹）　悉（心・釆）　翔（羊・羽）

昶（永・日）　醜（鬼・酉）　聚（耳・㐺）　脩（人・肉）　取（耳・又）　閏（王・門）

䟽（足・𠫓）　助（目・力）　稱（禾・冓）　信（人・言）　晨（日・晨）　審（宀・釆）

雖（隹・虫）　睢（目・隹）　栖（木・西）　妾（女・䇂）　蒸（艸・火）　席（广・巾）

孱（尸・孨）　穌（禾・魚）　曾（日・八）　悤（心・囪）　怱（心・囪）　賊（戈・貝）

替（夫・日）　頽（秃・頁）　第（弟・竹）　磔（石・桀）　築（木・竹）　飭（力・食）

罤（弟・网）　懲（心・山）　樢（木・鳥）　條（人・木）　篤（竹・馬）　曇（雲・日）

囊（衣・㯻）　難（𡎸・隹）　孥（女・子）　寧（丂・宀）　簸（箕・皮）　敗（攴・貝）

茫（艸・水）　範（竹・車）　煩（頁・火）　鞁（皮・革）　必（心・八）　賔（宀・貝）

鳧（𠘧・鳥）　腐（肉・广）　碧（玉・石）　暴（夲・日）　墨（土・黒）　牧（攴・牛）

摩（手・广）　密（宀・山）　明（日・月）　貌（豸・皃）　勔（面・力）　攸（人・攴）

悶（心・門）　聞（耳・門）　問（口・門）　融（鬲・虫）　莅（人・艸）　詈（言・网）
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要（女・𦥑）　庸（用・广）　杳（木・日）　料（米・斗）　類（頁・犬）　滷（鹵・水）

上記のような部首配属となる漢字は複数の部首に掲載される重出字の約八割を占めて

いる。これらは、漢字を左右、上下に分解して得られる部品、つまり「偏旁」や「冠脚」

が両方とも部首として扱われることが多い。

ロ　漢字本体が片方の部首となる例

漢字そのものが部首である場合、その漢字が該当する部首の「代表的」な字となり、

その部の最初に掲載されるのが一般的であるが、『慶長版』における一部の漢字は該当す

る部首以外の部にも配属されている。

異（田・異）　　易（勿・易）　　　豈（豈・山）　　卧（臣・卧）　　思（心・思）

苟（艸・苟）　　釆（木・釆）　　　索（市・索）　　音（音・日）　　牀（木・牀）

習（日・習）　　束（木・朿・束）　單（吅・單）　　重（𡈼・重）

ハ　部首字形の類似による重出例

部首として扱われる構成部品はおそらく一つしかないだろうが、部首の字形の近似に

よって重複して掲載されている字例である。

月（肉・月）　　盍（血・皿）　　䀌（血・皿）　　期（肉・月）　　朔（肉・月）

焭（儿・几）　　券（力・刀）　　朏（肉・月）　　朦（肉・月）　　朗（肉・月）

朧（肉・月）　　沓（曰・日）　　容（宀・穴）　　臨（臣・卧）　　崖（山・屵）

霒（云・雲）　　畏（田・甶）　　尤（尢・乙）　　麾（麻・广）　　奪（大・奞）

畀（𠬞・丌）

類似する（もしくは同じ）字形の部首を別々に掲載するため、本来字義的に一方の部首

にのみ属す漢字が、二つの部首に掲載されるようになったと考えられる。例えば、月部の

「月」「期」「朔」「朏」「朦」「朗」「朧」という一連の掲出字は、いずれも「肉」という字義

に対応していないにもかかわらず、『慶長版』において肉部に配属されている。

ただし、『慶長版』における曰部の掲出字７字のうち、字形が類似する日部にも掲載さ

れているのは「沓」１字のみである。穴部の掲出字77字のうち、宀部に掲載されている

のも「容」１字のみである。また血部の掲出字「𥁃」は「䀌」「盍」と同じ漢字構造を有

しているにもかかわらず、「皿」部に配属されていない。つまり、本分類の重出字の部首

は恣意的に決められており、一定の基準に沿っていないと考えられる。
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ニ　異体字による重出例

重複掲載となる部首のうち、片方の部首が普通の構成部品で、もう片方の部首が字

義・字形的に該当する漢字と若干乖離しているものである。（▲で注記する）

解（角・心▲）　昊（日・夰▲）　煢（几▲・卂）　床（广・牀▲）　忩（心・囪▲）

登（𠬞▲・癶）　棄（𠬞▲・𠦒）　審（宀・釆▲）

上記の場合、掲出字の字形からは▲の部首に属しているとは考えにくいが、異体字の字

形（図５）から見ると、該当する部首とのつながりがより明瞭となる。

解（𢢣）　→　心部　　「同上」と明記

昊（昦）　→　夰部　　「同上／俗」と明記

煢（焭）　→　几部　　「同上」と明記

床（牀）　→　牀部　　「同上／俗」と明記

登（𤼷）　→　𠬞部

棄（弃）　→　𠬞部　　「同上」と明記

審（宷）　→　釆部　　「同上」と明記

忩（怱）　→　心部　　「同上／俗」と明記

上記の通り、一部の異体字関係が漢字注によって明記されている。異体字関係となる漢

字の部首も配当されることにより、このような重複掲載が生じたため、重複掲載であるか

らといって「二つの部首を有する字」として扱うべきではないと考えられる。

4.2　先行する漢和辞書からの影響

『慶長版』と同じ時代に成立したキリシタン版『落葉集』「小玉篇」にも、複数の部首

図5　「夰」部に掲載された「昊」（1_154_6_2）
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にまたがって掲載される漢字が多数見られる。字義ではなく、字形によって漢字を部品

ごとに分解し、複数の部首に配属するという発想は外国側と日本側の辞書編集者に共通

していると見られる。にもかかわらず、「小玉篇」と『慶長版』に共通する重出字は「孝

（老・子）」「翔（羊・羽）」など15例しかない。両書の部首立て・所収字数の相違ⅶも一つ

の原因であるが、両書の重出字の不一致をきたす主な原因は部首配属の方針の差異である

と考えられる。検索上の便利を図り、漢字の構成部品が分解可能である掲出字（「加」を

「力・口」に配属するなど）を積極的に異なる部首に重複掲載する「小玉篇」に対して、

『慶長版』にはそのような傾向が見当たらない。字形から見ると異なる部首に配属するこ

とができるにもかかわらず、一つの部首のみに留まる掲出字が多数存在する。

また、『慶長版』は「小玉篇」に比べると個々の掲出字の部首配属に一貫性を欠くこと

も共通字の少なさの原因の一つとしてあげられる。白井（2012）が指摘するように、具体

的には、「小玉篇」には漢字の「構」「繞」「垂」「偏」的な位置にある部分字体を優先して

部首として扱うという傾向がある。例えば「閏」「閑」「間」は「王・木・日」部には現れ

ず、門部のみに掲載された単一部首の漢字となっている。それに対して、『慶長版』にお

ける重出字の部首の取捨選択には明確な基準が見当たらず、完全に字義によるものでもな

ければ、字形による分類するものでもない。「閏」は門部・王部に属しているが、「閑」ⅷ

「間」が門部のみに掲載されているのは、その一例である。

そこで、

①　何故『慶長版』に多数の重出字が現れたのか

②　このような重複掲載は『慶長版』に特有・独創的なものだろうか

③　なぜ『慶長版』における重出字の部首配属が恣意的となっているのだろうか

の三点について、ほかの『倭玉篇』伝本との比較を通じて検討を加える。

『慶長版』の部首立ては漢字辞書の『大広益会玉篇』を藍本とし、一部改編を加えて

477部となっている。その部数は漢和辞書の中でもかなり膨大であり、十分に洗練されて

いるとは言い難い。したがって、すべての掲出字を通観したうえ、何らかの明確かつ独創

的な方針に従い、意図的に掲出字を複数の部首に配属することを実行した可能性はあるも

のの、相当な困難な作業だと考える。一字一字を積極的に重複掲載すると、辞書の規模が

さらに肥大化し、かえって編纂上の不便をもたらすおそれがある。そのため、先行する他

の辞書から影響を受けたか、少なくとも他の辞書での重複掲載を見、その漢字を複数の部

首に配属しても妥当であろうと編纂側が考えた、という可能性が比較的高いと思われる。

4.2.1　永禄本『類字韻』からの継承

『慶長版』の編纂資料とされる漢和辞書として、まずは永禄６年に書写された『類字

韻』（以下『類字韻』と記す）があげられる。両書の関連性について、鈴木（2002a）鈴木

（2002b）は、「（『慶長版』は）『類字韻』を基礎とし、『音訓篇立』や『夢梅本』により増
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補を行ったものなのである」と述べ、『類字韻』を『慶長版』の編纂の基礎資料と位置づ

けた。部首内の掲出字や字音・和訓などの掲載情報も参照している部分が多く、『慶長版』

における重出字の一部も『類字韻』から影響を受けていると見られる。「漁」が水部・

魚部両方に掲載され、それぞれ「スナドル」「スナドリ」の訓に対応している例や、「句」

部の掲出字および個々の掲出字の掲載部首があげられる。参考として、同じく句部を立て

る宋本『大広益会玉篇』『夢梅本』（附部は略す）『説文解字』での該当字の部首を上げる。

（相違のある字例は下線で示す）

類字韻　　句　拘（手・句）　𡌲　鉤（金・句）　笱　𧯠

慶長版　　句　拘（手・句）　𡌲　鉤（金・句）　笱　𧯠

会玉篇　　句　𠯶　鉤（金・句）　拘　𡌲　笱　𧯠（豆・句）　𠣫　𠣪

夢梅本　　句　𠯶　鉤（金・句）　拘　𡌲　笱　𧯠（豆・句）　𠣫　𠣪

説文解字　句　拘　鉤　笱

『説文解字』によると、「句・拘・鉤・笱」という四字は字義的に「句」「手」「金」「竹」

に属するが、字形的には「句」部に分類されている。それに対して、『慶長版』『類字韻』

両書ともに「拘」が「手・句」部に重複掲載されている一方、「笱」が竹部に現れていな

い。また両書とも「𧯠」を「句」という単一部首に配属し、『夢梅本』などと異なる様相

を呈している。つまり、句部の掲出字の場合、『慶長版』は『類字韻』から掲出字を抄録

するとともに部首認識も引き継いだとみられる。掲出字の部首配属および掲載位置からみ

ると、ほかには「桑（叒・木）」「寧（宀・丂）」「券（力・刀）」などの字例（第４章第１節

の重出字一覧で下線で示す）も、両方の部首とも『類字韻』から得たと見られる。

それ以外の重出字には、元来の部首のほか、さらに新たな部首を一つ追加したような形

で重複して掲載されるものが多い。漢字の構成部品のうち、視覚的に部首となりうるもの

で、かつ『慶長版』において部首として立てられるものであれば、該当字の部首として

追加される可能性がある。例えば、『類字韻』における「炭」「聞」「安」「穌」はそれぞれ

火部・耳部・宀部・禾部にしか掲載されないが、『慶長版』においては山・門・女・魚と

いう「冠構脚偏」となる部首にも現れている。このような追加部首に対応する掲出字の

一部は以下の通りである。
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表３　部首が追加されたと思われる重出字

掲出字 類字韻部首 類字韻字音・和訓 慶長版部首 慶長版注・和訓

席 广 （セキ）

シキイ／ヤスシ／

ムシロ

シク／ニハムシロ

广 （セキ）

シキイ／ヤスシ／ムシロ／

シク／ニハムシロ

巾 （セキ／シヤク）

ムシロ

炭 火 （タン）

スミ／アラス

火 （タン）

スミ／アラス

山 （タン）

ニワカ

墨 黑 （ボク／モク）

スミ

黒 （ボク／モク）

スミ

土 （モク）

スミ

表３から見ると、上の部首が『類字韻』に拠るのに対して、下の部首は『慶長版』特

有のもので、のちに追加されたと考えられる。『類字韻』から掲出字を一回抄録した後、

ほかの部首に該当字をあらためて掲載し、新たに和訓を付け加えるという仕組みを推測す

る。このような系統的な部首追加は門部の掲出字にも現れている。

類字韻

悶 闚 闈 閭 𨵦 閨 開 闉 閿 門 閽 䦨 𨶹 闤 間 閑 闐 闍 閶 閎 𨶒 𨳾 闙 闓 閔 閫 

闡 閹 閃 闞 閟 閉 闠 閡 闓 閈 間 閙 閬 閌 闘 闖 闞 闇 閃 閦 闕 閼 閥 閥 閼 闊 

𨵃 闑 閉 闋 閣 闢 𨵙 閾 閤 闔 閘

慶長版

闚 闈 閭 𨵦 閨 開 闉 䦱 閿 閾 閽 䦨 𨶹 間 闤 閑 闐 闍 閶 閎 𨶒 𨳾 闙 闓 閔 閫 

闡 閹 閃 闞 閟 閉 閡 闠 閈 閙 閬 閌 闘 闖 闇 閦 闕 閥 閼 闥 闊 𨵃 閣 闋 閤 闔 

閴 閘 闢 闑 問 閏 䦒 𨷻 䦮 聞 閕 𨴐 𨷆 䦫 閧 悶 闛 閛 誾 𨵍 䦪

鈴木（2002a）は、『類字韻』における「齒」部の掲出字の前半部分は『類字韻』に拠っ

ていると指摘したが、「門」部の掲出字も同じ特徴を有していると見られる。上記の通

り、いくつか順番を入れ替えられたところがありつつも、『慶長版』は『類字韻』におけ

る「闚」から「閘」の掲出字を抄録した後、「闢闑（中略）𨵍䦪」という下線部の掲出字

を増補したと考えられる。追加された掲出字のうち、「問・閏・聞・誾」は『類字韻』に
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おいて字義寄りの「口・耳・王・言」部のみに掲載されているが、『慶長版』にそれぞれ

「口・門」「耳・門」「王・門」「言・門」という二つの部首を有するようになっている。

以上の点から、『慶長版』に現れた一部の重複掲載は『類字韻』から引き継いだが、一

部の部首における掲出字の増補・改編によって特有の重出字を有するようになっていると

結論づけられる。つまり、編纂の基礎資料である『類字韻』での部首配属を認めつつも、

その基準に縛られず、ほかに部首となりうる部品があればそれを該当字の部首として扱っ

たこともある。また、後述の同じ部首での重複掲載と異なり、片方の重出字が意図的に削

除された痕跡が見当たらない。

4.2.2　夢梅本『倭玉篇』との異同

続いて、『慶長版』における重出字の成り立ちをさらに解明するため、編纂資料とされ

る『夢梅本』を取り上げ、両書の重出字の異同を比較する。

『慶長版』と『夢梅本』は同じ『倭玉篇』系統に属しているものの、掲出字規模や部首

配列、掲載語彙などは大きく異なっている。にもかかわらず、『夢梅本』にも同一漢字の

重複掲載が多数存在し、掲出字の重出によって一部の字音・和訓に改変・脱落が生じる。

また基盤とされる宋本『大広益会玉篇』以外に、掲出字の増補によって一部の漢字に部

首の「追加」を行ったという仕組みは、『慶長版』の重出字の成り立ちと共通する特徴を

示している。また、『夢梅本』の掲出字は２万字余りで、『慶長版』の約二倍となってい

る。しかし、前者の重出字は後者と包摂的な関係にならず、それぞれ特有の重出字ⅸを有

している。

両書の参照関係について、鈴木（2002b）は「『慶長版』「力」部は、前半部は『永禄本』

（類字韻）と関聯性の見られる基礎部であり、後半部は『夢梅本』により増補された部分

である事が明らかとなった。それは「雨」部・「日」部・「火」部でも同様である」と指

摘した。このような増補が行われた結果、慶長版日部の掲出字の末尾に現れた「沓曾替杳

習旨音」という一連の字例は、元の部首（『類字韻』基準）に「日」部が追加され、二つ

の部首を有する重複掲載となっている。ほかには、『慶長版』に掲出された「黶・壓」も

『類字韻』から「黒・土」の部首を引き継いだと同時に、『夢梅本』から「厂」部を得た

と見られる。（共通点のある配列は下線で示す）

類字韻厂部

厂 厖 厞 厓 厱 厎 𠩰 厚 厭 厔 厥 厥 厠 厝 厲 厚 厄 仄 厝

夢梅本厂部

厂 厈 㕋 㕆 厓 𠪚 厜 㕒 厬 厥 厎 厱 厤 厲 𧓽 𠪙 厗 㕇 𠩫 㕊 厝 厖 𠩘 厞 𠪮 仄 

𠩩 𠨮 厧 厭 厃 厒 㕈 𠨵 𠩻 𠩛 厇 𠩨 㕍 𠩰 厚 㕂 𠩚 㕃 𠩪 𠪇 𠩜 𠪁 㓹 厙 㕐 㕌 

㕅 厔 𠪒 厄 靨 曆 𠨴 㷳 𠩬 魘 檿 黶 𠩊 壓
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慶長版厂部

厂 厞 厓 厱 厎 𠩰 厚 厠 厝 厲 厭 厥 厄 仄 厜 厤 𠩘 𠪮 厧 厃 㕈 𠩛 厇 㕂 𠩜

⿸厂剡 㕅 曆 𠩬 魘 黶 𠩊 壓 厮 厩 鴈 原 㕃

また、編纂資料から掲出字が採録された際、もとの資料における字音・和訓・漢字注

などが引用されたことも認められる。たとえば「飭」の場合、『慶長版』における初出字と

重出字の附訓はそれぞれ『類字韻』と『夢梅本』での掲載に対応すると見られる（図３）。

掲出字「罤」「鞁」の漢字注・和訓からも各編纂資料の収録情報の「合流」が観察でき

る（図４）。

両書に共通する掲出字および部内での掲出位置・附訓などを通じて、『慶長版』の重出

字は『夢梅本』からも影響を受けていることを確認した。また『慶長版』は『夢梅本』

における部首配属の方針を認め、それを取り込み、『類字韻』による部首配属と共存させ

図３　各辞書における「飭」の掲載状況（字音・反切音は略す）

図４　各辞書における「罤」「鞁」の掲載状況
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ており、明確な部首基準を持っていない。『慶長版』に見られる重複掲載の恣意性、また

同じ漢字に対応する和訓にずれが生じた原因はこのような編纂資料の多様さに関連してい

ると考えられる。

５．同じ部首での重出字

5.1　各部の重出字および重複掲載が生じた理由

続いて、同じ部首での重複掲載（図６）にも注目したい。複数の部首にまたがるものと

は違い、漢字の構成要素との関連性が見当たらず、字例によっては一種の誤植と見られる

場合もある。特に字音や和訓、漢字注などの付属情報が完全に一致している掲出字を同じ

部に重複掲載することは、検索の面で利便性に寄与せず、漢和辞書としての機能を果たし

ていないとも考えられる（図７）。しかし、このような重複掲載は151組304字で『慶長版』

重出字全体の約半分を占める。また一部の重出字は異部首の重出字と同じく、同じ漢字に

対応する和訓が異なるという特徴を有するため、無視できない課題であると思われる。

調査を行った結果、『慶長版』における同部首の重出字は以下の通りである。重出字は

全巻にわたって散在するが、上巻に集中すると見られる。また、各部首の掲載漢字の数量

は括弧に入れて記す。

図６  女部「姉」初出（１_054_４_２）  重出（１_056_７_１） 図７  人部「倅」初出（1_041_1_1）  重出（1_044_7_4）

【上巻】（103組）

示部（74字）  　祲

玉部（165字）　璺 璱

土部（246字）　培 埒 坻

人部（456字）　倅 倬 儧 侑 佑 僎 儀 偠 

佇 伀 偡 伈 像 僴 偓 㒓  

俗 傇 仕 使 儴 㑋 倩 仠 

俟 倗 侎 儚 傈 𠉧 僦 偈 

伎 佶 俰 俒 佮 僨 𠏮 儅 

促 俶 傺 侈 𠌫

女部（194字）　姉 媛 姨 姓 嫉 姤 嬛

目部（246字）　盺 𥄋 矔 𥉻 眠

耳部（44字）  　䏅

口部（243字）　呀 台 叩 咍 咡

手部（240字）　揉 抾 搴 捻 摸 搒

足部（177字）　蹊 跉 踉
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このような多数の重複掲載が許容された背景には、『慶長版』の漢和辞書としての性格

がある。本書の部首内掲出字は、『類字韻』の字音韻順配列および『音訓篇立』の字形 

順ⅹなどを共存させた結果、部内の漢字の掲載順序に一貫性が失われた。ある程度の漢字

知識を有する使用者であっても、膨大な部首内掲出字より特定の漢字を探し出すことが困

難となろう。このことから、『慶長版』は最初から「検索用」という機能を軽んじたと考

えられる。使用者は順番に従って掲出字の全体を通観し、同一漢字が再び現れていると気

付いても、その情報を初出字を上書きするのではなく、初出字に対する一種の「情報の

追加・増補」として認識することが望まれたという可能性がある。そうであれば、同じ

部首に同じ漢字を重複掲載することも使用上に重大な支障をきたすことがなく、編纂側に

とって避ける必要がないものとなっている。

【中巻】（31組）

宀部（78字）  　宦

疒部（137字）　瘵

木部（360字）　樁 楣 橑 槻 棺 桴 柢

艸部（406字）　䒴 薌 莮 蘿 蘆 苴 菲

竹部（238字）　箅

米部（97字）  　粽

皿部（46字）  　䀀

日部（134字）　暰

刀部（150字）　剽 㔂 剗

金部（266字）　鍷

攴部（134字）　敢

水部（461字）　滋 淤 汐 澀 洌 𣶝

【下巻】（17組）

赤部（12字）  　赨

阜部（101字）　隍

馬部（92字）  　騘

鳥部（198字）　䳲 鴞 鶚

魚部（162字）　𩶁

虫部（282字）　蛇 蛄 蜍

革部（90字）  　鞁

糸部（228字）　䌐

巾部（118字）　𢄋

衣部（182字）　袓

子部（30字）  　㝂

酉部（89字）  　酏 𨣘 𨠐

骨部（57字）  　髖

肉部（214字）　胙 腥 胎 肧 膜 肌

心部（334字）　㣻 惓 愍 慷 惡 恫

言部（166字）　讞 訏 誶 詆 詬

食部（132字）　餞 餐

彳部（88字）  　𢓉

行部（25字）  　衙

走部（85字）  　趄 趡

辵部（154字）　適
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5.2　同部首での重出字の典拠

続いて、上記の重複掲載が生じた原因について検討を行う。まず特殊例として、米部の

「粽」・心部の「愍」・虫部の「蛇」を取り上げる。該当する三字は初出・重出の片方がも

う片方の掲出字の異体字（漢字注「同上」で記されている）として現れており、字音・

和訓が掲載されていない。つまり、異体字を単独の見出しとして掲出するという『慶長

版』の編纂の仕組みによるものであり、「有効」な重出字として扱うべきではないと思わ

れる。

粽（重出）　同上　→　䊎

蛇（初出）　同上　→　虵

愍（重出）　同上　→　慜

それ以外の重複掲載は一見、書写・編纂が進むと前の掲出字に関する記憶が曖昧とな

り、同じ漢字が重出したことに気づかないという編集上の不注意のように見える。しか

し、そうすると重出字は部内漢字の数が多い部首に集中するはずであるが、実際はそうで

はない。406字を掲載する人部には重複掲載が45字見られるのに対して、456字の艸部では

７字のみ重出する。また89字ある酉部に３字重出し、228字ある糸部では１字のみ重出し、

各部首に収められている掲出字と重出字の数が釣り合わないと考えられる。また「璱」

（初出上巻14頁５行２段・重出15頁１行３段）「儚」（初出上巻38頁７行２段・重出39頁６

行３段）のようなわずか一頁の間で重複掲載される漢字も存在するため、単に偶然の誤植

だと考えるにはやや不自然なところがある。

ここではもう一度、『慶長版』の編纂事情を考えよう。前述の通り、『慶長版』におけ

る掲出字は複数の先行する漢和辞書から抄録されたものであると先行研究によって明らか

となっている。例えば、力部・雨部・日部・火部の掲出字の前半部分は永禄本『類字韻』

に拠る基礎部分で、後半は『夢梅本』に拠る増補部分であると鈴木（2002b）は指摘した

が、それが日部の重出字「暰」の出現位置にも確認できる。「暰」の初出は日部における

４番目、重出は118番目ⅺで、それぞれ「基礎部分」と「増補部分」に該当する。つまり、

一回目の抄録の後、別の辞書を参照して残りの部分を追加したことによって、このような

重出が生じたと考えられる。「暰」のほか、金部の「鍷」・走部の「趄」「趡」といった重

出字も、鈴木（2006）が提示した多元的な構造に従っているとみられる。

5.3　『慶長版』の部内重出字の採録方針

続いて、『慶長版』における重複掲載の扱い方を検討し、「同じ漢字が同じ部首に複数

回現れている」ということに対して編纂側が示した姿勢について考察を行う。

前述の通り、『慶長版』には部首内の重出字が多数存在し、一見すべての重複掲載に
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対して許容的な態度を示していると見られるが、実際にはそうではない。『慶長版』の

掲出字配列を編纂の基礎資料である『類字韻』のそれと対照を行うと、前者が抄録の

際、一部の重出字を意図的に削除したことが明らかである。典型的な例として、『類字韻』 

冫部・网部・皿部の掲出字があげられる（重複掲載のある漢字は番号をつけて示す）。

・類字韻冫部

冫 ①凍 冲 冬 凘 凄 凋 ②冷 ③凉 凌 冰 ④凝 凜 准 ①凍 冱 凛 减 冶 ②冷 ⑤凅 

冸 况 ③凉 ④凝 决 冽 㓗 ⑤凅

慶長版冫部

冫 仌 ①凍 冲 冬 凘 凄 凋 ②冷 凜 准 冶 ③凉 凌 冰 ④凝 减 冱 ⑤凅 冸 况 决 冽 

㓗 凊 𠖷 凓 𠗊 凔 冭 㓖 凙 𠘞 𠘥 㓉 㓔 𠖶

・類字韻网部

罞 ①罿 ①罿 罷 罹 羇 䍦 羈 罳 罛 罦 罤 䍙 罞 罺 羅 罝 罾 罦 罘 𦊐 罟 罷 罪 䍐 

𦌔 罔 ②罵 罶 罨 詈 置 署 罽 罣 罥 羂 罩 ②罵 𦌷 羃 𦉹 罭 䍓

慶長版网部

网 𦋟［罔𠕃］ⅻ 罞 ①罿 罷 罹 羇 䍦 羈 罛 罦 罤 䍙 罺 羅 罾 罝 罘 𦊐 罟 罪 䍐 

𦌔 詈 ②罵 罶 罨 置 署 罽 罣 罥 羂 罩 𦌷 羃 𦉹 罭 䍓 𦌾 䍘 𦌁 罜 䍡 罠 罬 罻 

𦊂 罯 𦊓 䍔 𦌿 𦌵 𦋰 䍢 䍗 䍜 票 𦍀 𦋠 𦋈 羄 𦍁 𦊁 𦌀ⅹⅲ

・類字韻皿部

盧 盂 盃 盔 昷 盆 盤 盉 ①盪 ②盛 盈 盩 盡 ③盥 盌 盞 盎 皿 盭 蓋 ③盥 盎 ①盪 

②盛 䀀 盝 益 䀌 盍

慶長版皿部

皿 盧 盂 盃 盔 昷 盆 盤 ①盪 ②盛 盈 盡 ③盥 盞 盎 蓋 䀀 盝 益 䀌 盍 䀇 㿾 盄 

䀊 𥃃 盉 盦 𥂓 ⿱𤴓皿 𥂸 䀉 㿼 䀀［𥁷𥁔盕］ 𥃇 𡪖 𥁚 𥁮 𥁏 𥂤 䀅 盀 𥁟 䀍 𥂀

上記の通り、『類字韻』に重複掲載された「罿・罵」「凍・冷・凉・凅・凝」「盪・盛・

盥」は、『慶長版』においてはいずれも重出字のほうが削除された。また、『慶長版』に

は掲出字の削除・改編によって重複掲載の整理を行う傾向が見られる。例えば、『類字韻』

における「冷」は初出には「スヽシ」、重出には「スヽシ／スサマシ／ヒヤヽカ也」と記

されているが、『慶長版』となるとまとめて「冷」の附訓として統合されている。このよ

うな掲載情報の統合は乙部「乾」・金部「釭」・示部「禁」にも見られる（図８）。
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このようにして意図的に改編・統合を行った結果、元の資料における同一部首内の重出

字はある程度減少した。重複掲載の漢字を削除した理由として、『類字韻』と『慶長版』

で漢和辞書としての性質が変わったことがあげられる。『類字韻』はそもそも韻書であり、

部首内の掲出字は字音の韻で配列されており、複数の字音を有する漢字を別々の見出し字

として掲出することが一般的である。それに対して、『慶長版』の部内掲出字は一定の順

序に従っていない特徴を示している。字音を複数有する場合は該当する字の左・右傍に書

き記すこととなっているため、あえて複数の見出し（重複掲載）を立てる必要性がなく

なったと考えられる。

一方、同じく示部・金部・皿部に掲載された「祲」「鍷」「䀀」の重複掲載は異なる資料

に由来するものであり、削除・改編が行われずに保留されている。『慶長版』の編纂者は、

同じ辞書由来の重出字の数量を抑えつつ、異なる辞書から採録された字例を追加する際、

たとえ重出字と初出字が隣接して掲載されているとしても、それを修正していない。

さて、『慶長版』の編纂者は同じ部首での重出字を抄録した際、なぜ異なる資料に由来

する重出字に、より許容的な態度を示しているのだろうか。原因として、以下のように推

図８　『類字韻』『慶長版』における「乾」「釭」「禁」の掲載状況
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測する。

①　途中で編纂方針が変わった。もしくは増補部分・基礎部分は異なる著者によって書

き記された。

②　同じ資料に由来する重出字に比べると、異なる資料のものを修正する際は既に書き

記した漢字と一字ずつ照合する必要があるためより難易度が高い。

上記の二点はいずれも可能性があると考えられる。特に①の場合、『慶長版』は基本的

に異なる辞書に由来する重出字のみ採録する方針に従っているが、「台・慷・剽・眠・

洌・培・坻・倅・姉・媛・嫉・揉・抾・讞・訏・誶・詆・餞・適」という同じ辞書から

の重複掲載が保留されている。該当する19字のうち、「眠・洌」二字以外の字例はすべて

『慶長版』の上巻に集中しているため、上巻の同部首での重複掲載は三巻のうちの最多と

なっている。本書の編纂初期にはまだ明確な採録基準が確立していなかったとすれば、①

であげる編纂方針の改変という見方と矛盾しない。また、異なる辞書から採録されたと思

われる重出字には、基礎部分における初出字の字音・附訓が完全に一致しているものが多

数あるため、おそらく一種の新たな情報として扱われ、意図的に保留されたものではない

と推測する。つまり、『慶長版』の編纂者は、部首内での重複掲載が減少するようにある

程度の努力をしたが、採録による重複掲載が生じた場合、重複掲載を削除しないこともあ

る。つまり、同じ部首での重出字が存在していけないものとして扱うほどのこだわりがな

い、という姿勢を示している。

６．おわりに

掲出字一万字規模の漢和辞書として、『慶長版』は477部という膨大な数の部首を立て

るうえ、うまく分類できない漢字を収納する「雑部」を有していない。となると、個々

の漢字の部首配属が問題となり、少なくない重出字を生み出した。また同じ部首で複数回

出現した掲出字も多数存在し、それによって『慶長版』という辞書の編纂方針が窺える。

本研究では『慶長版』における重出字を集約し、部首配属や他の辞書との共通点などに

ついて考察を行った。その結果は以下のようにまとめられる。

・『慶長版』全編の掲出字11,786字のうち、複数の部首に配属されたものが181組363字

で約全体の３％を占めている。そのうち、掲出字が漢字の構成部品、つまり「偏」と

「旁」、または「冠」と「脚」となる部首に同時に掲載されている字例が多い。

・ 重複掲載の際の部首配属に一貫性を欠き、明確な字体認識を有していないと考えら 

れる。

・複数の部首での重複掲載は『慶長版』特有の仕組みではなく、先行する漢和辞書にも

多数存在する。また、一部の重出字は編纂資料とされる『類字韻』や夢梅本『倭玉篇』

などから由来すると考えられる。『慶長版』編纂側は、編纂資料から掲出字を抄録した
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際、該当する資料の字形認識・部首配属基準を同時に引き継いだと考えられる。

・『慶長版』における同じ部首での重出字は151組304字であり、重出字全体の約半分を占

めている。同一漢字の初出・重出はそれぞれ異なる辞書に由来するというパターンが 

多い。

・例外も存在するが、『慶長版』には部首内の重出字を抄録した際、掲出字の削除・附訓

の統合などによって同じ資料に由来する重出字を減らしつつも、異なる辞書から採録さ

れた重複掲載の字例が便宜上許容され、そのまま保留された傾向が見られる。
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̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
i 字音が複数存在する場合は掲出字の左傍、左下、右下にも付記されている。
ii 字形が一致している掲出字であり、異体字は含まない。
iii 掲出字の所在を表す番号であり、「巻数_ページ数_行数_段数」からなる。ページ数は、『倭玉篇 研究

並びに索引』（風間書房，1966）によるものである。
iv 『慶長版』における部首の出現順番を示す部首番号である。
v 掲出字の所在を表す番号であり、「巻数_ページ数_行数_段数」からなる。表２の「掲出字所在」を

参照。
vi ３つの部首に重複掲載された字例は「束」の１字である。
vii 一万字余りの『慶長版』に比べると「小玉篇」は二千字しか収録していない。「小玉篇」に現れてい

ない漢字は当然重複掲載されることも不可能である。
viii 「閑」は『説文解字』に「从門中有木」と注記されており、「木」の字義を含まない。
ix 『慶長版』には「煩」「餌」「篤」、『夢梅本』には「孛」「瓣」「朷」という特有の重出字が存在する。
x 「偏→旁→冠→脚」など部首である字体が掲出字内出現位置によって掲出字を配列すること。
xi 日部の掲出字は総計134字である。
xii 「罔𠕃」二字は同じの見出しで掲載されている。
xiii 「𦌾」から「𦌀」は増補部分に当たる。


